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☆★☆★☆ごあいさつ★☆★☆★

　

　このメルマガでも予告しましたが、3月12日の金曜日に、「インター
ネットと日本語教育」というテーマでセミナーをしました。日時が金曜
日の夜だったこともあって、参加者はあまり多くなかったのですが、な
かなか充実した2時間が過ごせたと思っています。第8号で紹介した「す
しテスト」や、「みんなの教材サイト」の使い方を中心にお話しました
が、少しでもパソコンが身近に感じてもらえるようにがんばりました。
好評だったので、そのうちみなさんの近くへ、この話を持って出かけて
いきたいと思っています。気軽に声をかけてくださいね。

で、メルマガ「こうししつ」第9号です。
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●●●　教室の外で日本語を使う環境のこと　●●●

　2月にまわった日本語教育巡回セミナーのテーマは「話す授業の展開」
でした。セミナーをするために各地でテーマについてのアンケートをし
たのですが、回答で圧倒的に多かったのが「学習者が話せるようになる
授業のやり方が知りたい。」というものでした。みなさんも同じような
悩みを持っていらっしゃるかもしれませんね。

　「長いこと日本語の勉強を続けていても、話せるようにならないのは
どうしてだと思いますか？」

　セミナーの会場で参加者の皆さんにこんな質問をしました。答えは①
教室の外に出ると日本語を使う環境が全くない、②学習者に話そうとい
う強い意欲がない、③授業のやり方が良くない、という三つの答えが多
かったようです。三つとも確かにそのとおりですよね。

　今日はこのうちの、①教室の外に出ると日本語を使う環境が全くない
場合に、どうすれば少しでも問題を克服できるか、私の実践例を紹介し
ます。

　ニューギニア大学で日本語を教えているとき、日本語の学習環境は、
ここブラジルとは比較にならないくらい劣悪でした。町で見かける日本
語など全くありません。日本語を話す人なんて、三浦先生だけです。教
室の外で日本語を話す環境がないので、私はそれを作る工夫をしました。

ここの学生はその国の超エリートたちです。卒業生のほとんどが政府
の高級官僚になり、政治家を志していきます。そういう彼らが日本語に
出会うとしたらどんなときだろう、私は一生懸命考えました。で、行き
着いた結論は「パーティの日本語」です。政府の役人や政治家たちは外
国人と出会う機会が多いです。それもたいてい何かのパーティの席です。
もちろん日本人とも会う機会があるでしょう。

私は日本語講座の到達目標を「パーティの日本語」にしました。自己
紹介からはじまって、料理に関する話題、自分の国の紹介や相手につい
ての質問などのトピックを中心に据えてカリキュラムをつくったので
す。そして最後には模擬パーティも開きました。

お願いしてニューギニアに住む日本人に集まってもらい、日本食や飲
み物を用意してパーティシュミレーションをやりました。学生たちは学
習した日本語を一生懸命話しました。日本語で会話が出来て、達成感に
あふれていたようでした。

タイで住んでいた地方都市も、日本人は10人ほど、そのうち4人が
私の家族、という街でした。学生たちは学校の外で日本語を使う機会は
余りありませんでしたが、幸いこの街には観光客が多く集まる、有名な
お寺がありました。もちろん日本人観光客も訪れています。

「観光客に会いましたプロジェクト」というコースを組み立てて、到
達目標を「観光客に会って日本語で話をする」ことに設定しました。街
で日本人観光客に会ったら一体どんな話をするか、に焦点を当て、最後
にはやはりそのお寺に出かけていって、実際に観光客と話してくる、と
いうものでした。学生たちは生き生きと取り組み、コースが終わった後
も、何度もお寺を訪ねて日本人と話してきて、私に様子を報告してくれ
ました。

人間、目標がなければなかなかやる気がおきません。教室で買い物の
会話を習っても、「一体いつ使うんだろう？」という疑問があるうちは、
本気でやろうという気にはなかなかなりませんよね。話す環境がまわり
にない場合には、何とかして現実的な目標を立ててみる、というのがい
いのかもしれません。わたしはそれでやる気になった学生をたくさんみ
てきました。ブラジルにも、みなさんの周りにも、よく考えれば日本語
を話す目標が転がっているかもしれませんね。
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セミナーでは「どうして話す授業が必要なのか」という質問もしてみ
ました。こちらの方はあまり明確な答えは現れてきませんでした。

ねえ、みなさん。どうしてなんでしょうか。

それでは本日はこのへんで。

ご意見・質問は　prof@fjsp.org.br

　電話11-288-4971
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みうらのサイト
日本語を学ぶ人と日本語使って日本を研究している人のための情報の
ページ
http://homepage3.nifty.com/miuratakashi/
新聞語彙データベースを試験公開中です。
是非一度ご覧下さい
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